
　
県
民
ク
ラ
ブ
で
は
、
８
月
25
・

26
日
、
大
分
市
・
津
久
見
市
に
て
、

現
地
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
団

体
・
地
域
は
後
述
の
通
り
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
の
県

政
施
策
の
提
言
へ
と
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

大分平成の塔

地
域
課
題
調
査
報
告
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■
む
か
し
野
菜
の
邑

日
本
古
来
の
農
法
に
よ
る
農
業
復
活
・

農
園
経
営
の
課
題
、
若
者
の
就
農
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私学助成制度の堅持及び拡充強化を求める意見書
新型コロナウイルス感染症特別利子補給事業の延長等を求める意見書
コロナ後遺症及び新型コロナワクチン後遺症への対応強化を求める意見書
旧統一教会等による被害の防止・救済を求める意見書
女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書
地方の農地の保全と活用のための支援拡充を求める意見書
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安倍晋三元首相の国葬を中止し、弔意の強制を行わないことを求める意見書の提出について
消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書の提出について

　
９
月
７
日
㈬
か
ら

26
日
㈪
に
か
け
て
、

大
分
県
議
会
２
０
２

２
年
第
３
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
素
案
の
段
階
で
は
27
日
㈫
が
最
終
日
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
日
は
安
倍
晋
三
元
首

相
の
国
葬
と
重
な
り
開
会
日
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
院
選
の
選
挙
応
援
中
に
安
倍
晋
三
元
首

相
が
凶
弾
に
倒
れ
亡
く
な
ら
れ
た
事
件
は
衝
撃

的
で
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
岸
田
内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
に
基
づ
く

国
の
行
事
と
し
て
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
で
は
国
葬
を
規
定
す
る
法
律
は

な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
権
の
最
高
機
関
た

る
国
会
の
審
議
も
せ
ず
、
法
的
根
拠
が
曖
昧

な
ま
ま
国
の
予
算
を
使
っ
て
実
施
し
た
こ
と

は
、
立
憲
主
義
の
観
点
か
ら
も
問
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
葬
を
行
う
理
由
と
し
て
、「
長
年

に
わ
た
る
首
相
在
任
期
間
」
や
「
歴
史
に
残
る

業
績
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
安
倍
元
首
相
へ

の
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
も
世
論
調
査
が

二
分
し
て
い
る
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
県
民
ク
ラ
ブ
で
は
９
月
９
日
㈮
、
広
瀬
知
事

に
対
し
て
、
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
で
県
民

に
弔
意
を
強
制
し
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
知
事
は
弔
意
の
表
明
に

つ
い
て
「
強
制
す
る
立
場
に
は
な
い
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。
12
日
㈪
に
は
県
教
委
の
岡
本
天

津
男
教
育
長
に
も
同
様
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し

た
。

　
８
月
に
、
２
０
２
１
年
度
の
決
算
報
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
経
常
収
支
比
率
が

昨
年
度
に
比
べ
７
・
４
ポ
イ
ン
ト
大
幅
改
善
の

87
・
１
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
数
値
に
な
っ
た
の
は
、
県
税
や
国
か
ら
の
交

付
税
の
増
、
そ
し
て
新
型
感
染
症
対
策
に
関
わ

る
緊
急
的
な
手
厚
い
交
付
金
な
ど
に
よ
っ
て
収

入
が
増
え
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
感
染
症
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
交
付
金
は
減
額
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う

し
、
交
付
税
の
見
込
み
も
不
透
明
な
こ
と
、

材
料
や
燃
料
費
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の

値
上
が
り
が
続
く
中
で
経
済
状
況
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
な
ど
不
安
視
す
る
向
き
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
う
い
っ
た
要
因
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
財
政

運
営
の
見
通
し
は
、
と
て
も
難
し
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
財
政
的

に
余
裕
の
あ
る
う
ち
に
、
貯
金
に
あ
た
る
財
政

調
整
用
基
金
な
ど
の
基
金
残
高
を
で
き
る
だ
け

増
や
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
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県
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ク
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（
別
府
市
）

原
田
　
孝
司

大  

分  

市

■
四
浦
半
島
、
保
戸
島

四
浦
半
島
の
陸
路
の
現
状
、
保
戸
島
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
観
光
施
策

■
津
久
見
市
役
所

川
野
幸
男
市
長
も
交
え
、
水
害
か
ら

の
復
興
状
況
、
中
心
市
街
地
活
性
化

に
つ
い
て
意
見
交
換

津
久
見
市

■
こ
ど
も
食
堂
「
す
み
れ
学
級
」

こ
ど
も
食
堂
の
運
営
上
の
課
題
、
行

政
支
援
の
あ
り
方

■
大
分
県
中
小
企
業
家
同
友
会

地
元
中
小
企
業
に
よ
る
障
が
い
者
の

体
験
就
労
か
ら
雇
用
へ
の
実
践
例

■
大
分
市
役
所

佐
藤
樹
一
郎
市
長
、
佐
藤
光
好
教
育
長

も
交
え
、
大
分
市
政
・
教
育
の
課
題
、

交
通
政
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
こ
う
ざ
き

佐
賀
関
・
神
崎
地
区
の
地
域
福
祉
の

取
組
、
住
民
主
体
に
よ
る
海
水
浴
場

等
地
域
活
性
化
の
実
践

む
ら


